
平成 24年度 第６回 北区区民会議 

  次 第 

 

日 時  平成２４年１０月１８日（木） 

１８時３０分から 

場 所  北区役所２階Ｂ会議室 

 

 

１ 開 会 

 

２ 説明事項等 

(1) 前回（第５回）北区区民会議の確認 ・・・・・・・・・・・・・資料１ 

 

３ 議 事 

 (1) 全体協議 

・提言（02 食育）の検討 ・・・・・・・・・・・・・・・・資料２ 

・その他 

 

４ 事務連絡事項等 

 

５ 閉 会 

 

 

＊次回（第７回）の開催は １１月２１日（水）１８時３０分～です 
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第６回区民会議(H24/10/18) 

１．前回の概要と今回の内容・進め方について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 前回［第５回(H24)］の内容 

□提言「01ウオーキングの普及」について、最終確認を行いました（全体協議） 

①ウオーキングコース(案）の個別現地調査結果について確認しました。 

・コースの微修正などの必要性 

・新たな魅力の発見や提案 

・その他 

②提言書（案）の内容を確定しました。 

 

□提言「02食育」について、検討に着手しました（全体協議／グループ協議） 

①「食育」に関する基礎知識や情報などを確認しました。 

・区の担当課から、「食育」に関連した施策や取り組みなどの説明を受けました。 

・その他に「食育」に関する基礎知識や情報などを確認しました。 

②北区の元気（健康）づくりのための食育について、意見交換をしてみました。 

 

 

 

 

 

■ 今回［第６回(H24)］の進め方 

□提言「01食育」についての意見交換（継続） 

 

①前回の意見交換の結果を確認しましょう。 

 

②課題を分類し、提言の対象として検討するものを絞りこんでみましょう。 

 

③いくつかの項目を選び、さらに課題やアイデアなどを検討してみましょう。 

 

第１回 H24/ 4/18 
提言の検討 

01ウオーキング 

第２回 H24/ 5/24 
提言の検討 

01ウオーキング 

第３回 H24/ 6/20

提言の検討 

01ウオーキング 

第４回 H24/ 7/26 

提言の検討 

01ウオーキング 

第５回H24/ 9/19 

01 ウオーキング

02 食 育 

第６回 H24/10/18 
提言の検討 

02 食 育 

第７回 H24/11/21 
提言の検討 

02 食 育 

第８回 H24/12/20

02 食育（まとめ）

03 体操・踊り 

第10回 H25/ 2/21

活動とりまとめ 

資料１ 

第９回 H25/ 1/23 

03 体操・踊り 

「01ウオーキング」の提言書をとりまとめました 

第11 H25/ 3/21 

最終回 第７回以降の検討項目や進め方は未定です 
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第６回区民会議(H24/10/18) 

 

 

「食」と「生活習慣病予防」について、昨年に意見交換をした結果です 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料２



 

 ２

第６回区民会議(H24/10/18) 

 
■施策及び事業提言                             

 

 

Ａ．食事を通した健康管理の啓発、指導やＰＲ 

 
 

１）食育啓発の基本的な目標を確認しよう 

 

【北区の特性を考えたシンプルな目標（標語）を作ろう】 

□「食べること」はごく日常のこと。難しいことを考えないことが大切。 

□「き」「た」「く」で３つの重点目標を決めて、提言にしよう。 

□自分が健康だと感じられることが大切。それにはおいしい食事を五感で感じて、

３食しっかり食べることが大切。 

 

 

 

 

２）区民みんなの意識を高めよう 

 

【食に対する変わってきた価値観を正しく修正しよう】 

□食べるということに対する価値観が変化して来ている。 

□現代の人は「食べ過ぎ」ていることがあまり認識できていないのではないか？ 

□「たくさん食べられる」ことが健康の証拠だと誤解されていないか？ 

□続けられるカロリーコントロールが必要 

・１日の食事等のカロリーを計算できる簡単なカードを作成し、必要なカロ

リーと比較できるようにしたらどうか 

 

【「料理は面倒なもの」「料理は女性の役割」という人の意識を変えよう】 

□食育が定着しない理由は、料理を面倒だと思う人が多いからなのではないか？ 

□昔は台所に男は入れなかった。男性も料理を！料理教室に参加しよう。 

 

 

 

下線部は、前回の第５回会議での意見です。 
これを参考に、いくつかの項目に絞って、具体的な提言につ

ながるような検討を進めてみましょう。 
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第６回区民会議(H24/10/18) 

 

３）ＰＲの方法を工夫しよう 

 

【食育は基本的に個人の生活改善なので、ＰＲと理解が基本になるね】 

□行政の施策メニューは十分揃っていると思うよ。どうしたらみんなが関心を持

つかを考えることが重要。 

□情報は十分にあるし、食の安全等への関心は高い。自治会を通しての情報提供

やＰＲなどをさらに展開する必要がある。 

 

【食に対する科学的なメリットをＰＲしよう】 

□昔の日本食は健康的で、高齢者でもストレスを感じない食事になっている。そ

のよさを科学的に証明して、ＰＲしよう 

 

【食育推進を支える具体的なツール（道具）が欠かせないね】 

□食生活がチェックできるシートを配布する 

□わかりやすい食育ＨＰの設置 

・１日の食生活のデータ（食べたものなど）を入力することで、簡単にカロ

リーを計算し、必要なカロリーと比較できる。 

 

【食育をよく知っている人材（スタッフ）の育成が大切だ】 

□食育スペシャリストを育成し、地域の食育推進の牽引役（相談役）になっても

らう。 

 

 

 



 

 ４

第６回区民会議(H24/10/18) 

 

４）料理（食事）をもっと楽しもう 

 

【「料理・食事」をもっと楽しいものにするための情報を集めよう】 

□酒が好きな人はどんなものを食べようかと、よく考えている。選んで食べるこ

とが必要 

□たまには外食すると幅が広がる。夫婦一緒に料理店に行き、関心や知識を高め

る機会を増やそう 

□ママさんパーティで互いの料理を知る機会があるといいね 

□食に関する知識習得 

・まじめな講習会も大切だけど、楽しく学べる講習会だとたくさんの人が参

加してもらえるのではないか？ 

 

【特に「一人暮らしの個食（孤食）」が問題になっているね】 

□一人暮らしでも栄養バランスの採れる自炊をＰＲ（指導、支援）する 

□栄養バランスを考えた外食が簡単にできるといい 

□みんなで楽しく食べられる会食がもっと広まるといい（主に高齢者） 
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第６回区民会議(H24/10/18) 

 

５）こどもやおとなに特有の環境 

 

【特に「こども」を対象とした食育を展開しよう】 

□最近は男子生徒も家庭科を長く学んでいるらしい。 

□社会人になった時の食生活に役立つようなものになっているといいね。 

□学校（給食）と家庭が連携した食育を進める 

・栄養バランスの考え方を学べる献立表を配布し、家庭での料理の参考にし

てみる 

□一流のスポーツマンはきちんと食事管理をしていることを、こどもたちも知っ

ていて、それを参考にしている。 

□給食だよりは親向けに編集してあって、親が理解して意識しないといけないが、

子どもが自分で作れるレシピなどがあってもいい。 

□子どもの時の環境（料理に参加する、自炊する）が重要だが、勉強が優先にな

ってしまうのが現実。「朝食を摂る子どものほうが成績がいい」というデータも

あるよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【働き盛りの人（特にお父さん）の健康管理はどうなっているのだろう？】 

□働き盛りのサラリーマンは、思った以上に会社（組合健保）で健康管理されて

いると思うよ。 

□課題が見つかっても、それを改善していく環境（支援体制）が不足しているの

ではないだろうか？ 
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第６回区民会議(H24/10/18) 

 

 

Ｂ．地元農家（生産者）などとの協働による食育の推進 

 
 

【食料生産の現場を知って、関心を高めよう】 

□農作業体験会の実施 

□地産地消のメニューを考える 

□農産品を活用した会食サービスの展開 

 

 
 

【北区の特産品を活用しよう】 

□「菜の花」の食用又はシンボル的な活用 

□「むかご」を北区のシンボル野菜にしてみる 

□ 

 

 

 
【イベントなどで、食育のＰＲを行おう】 

□区民まつりなどでの食育広報 

□地産地消メニューコンクール 

□「食育」メニューが食べられる食堂の設置 

□区役所前広場などで、屋外レストランの出店 
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第６回区民会議(H24/10/18) 

 

 

Ｃ．健康診断などを有効活用した継続的な健康管理の支援 

 
 

【食育の効果を確認できるしくみを用意しよう】 

□健康診断の結果を継続的に比較管理しながら、食生活の改善計画が立てられる

ようなしくみやサポートをつくる。 

□検査値に異常があった場合など、食生活の改善について相談、指導が受けられ

るしくみをつくる。 

 
 
 
 
 
 
 

検診結果をフォローするしくみは用意されています。 
積極的に活用する区民が増えるようする工夫が提案でき

るといいですね。 
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第６回区民会議(H24/10/18) 

 
■これまでの意見交換において、一致した意見は 

 
・食育（健康）に関する行政の「メニュー（事業）」は十分揃っていると感じた 

  →区民会議として、追加や改善すべき内容（提言）はほとんどないと思う 
 

■今回のワークショップのポイントは（一例） 

 

 →より多くの区民に理解され、有効活用してもらうためのアイデアを考えましょう 

いくつかの項目に絞って、具体的な解決策などを検討してみましょう。 
 
・みんなにメニューがよく知られていないのでは？ 

  →やはりＰＲが基本的に必要だ 
    →全世帯を対象にお知らせを配布するのは、物理的限界がある 
     折り込みチラシや回覧が多くて、なかなか注目してもらえない 
      →みんなの目に触れる機会が多い、ＰＲの方法はないだろうか？ 
 
  →具体的な内容や効果がよく理解されていないのでは？ 
    →区民一人一人のニーズに合うメニューを探せるしくみがあるといい 
 
・メニューを知っていても、積極的に参加できる人が少ないのでは？ 

  →平日に参加出来ない人が多いから？ 
 
  →インターネットなどで学べる講座などが増えるといいのかな？ 
 
・メニューを知っていても、心理的に参加しにくい人が多いのでは？ 

  →誰かに誘ってもらえると参加しやすいかな？ 
 
  →参加している人の様子や、メニューの内容がよくわかるといいのでは？ 
 
・みんなが進んで活用（参加）したくなるような魅力づくり（工夫）はできないかな？ 

→特定の年代や目的に対応したメニューを再編成してみるといいかも？ 
例）中高年の悩みや課題に総合的に対応するメニュー 

スポーツ少年のスキルアップに対応するメニュー 
「脳力」向上に対応するメニュー 
 

・なかなか続けられない人が多いのかもしれない 

→適度な競争心や満足感が得られるしくみがあるといいな 
 


